


東京都美術館
〒110-0007 東京都台東区上野公園8-36  
03-3823-6921（代表）  
https://www.tobikan.jp  
詳細・最新情報は当館ウェブサイトをご確認ください。

[交通のご案内 ]  
● JR上野駅「公園改札」より徒歩7分  ● 東京メトロ銀座線・日比谷線上野駅
「7番出口」より徒歩10分  ● 京成電鉄京成上野駅より徒歩10分
※駐車場はございませんので、車での来場は
ご遠慮ください

1. 東京府美術館  絵葉書  合資会社巧藝社発行   2. 便殿肘掛椅子  1926年製作   3. 豊道春海による
揮毫  1952年撮影   4. 東京都美術館旧館の正面入口に設置されていたジョゼフ=アントワーヌ・ベルナール
作《舞踏》  1973年撮影   5. 井上武吉《my sky hole 85-2 光と影》  撮影年不詳   6. 新館開館記念
ポスター  1975年製作   7. 造形講座の参加者によるグラデーションの演習  1983年制作   表面. 東京都美
術館  外観  1975年頃撮影   資料はすべて東京都美術館アーカイブズより
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[展示構成 ]
プロローグ：佐藤慶太郎―美術館の生みの親
1：旧館と新館
2：美術家たちとともに
3：世界の美術にふれる
4：現代美術館として
5：市民がつくる美術館
エピローグ：わたしと東京都美術館

[同時開催 ]  東京都美術館開館100周年記念  あなたが世界を読むために
主催：東京都美術館（公益財団法人東京都歴史文化財団）
会場：東京都美術館  ギャラリーA・C

東京都美術館は、1926年、東京府美術館という名で上野の地に開館しま
した。美術館の創立は、北九州出身の石炭商、佐藤慶太郎が美術館建設資
金として100万円を寄附したことにより実現しました。開館後はおもに美術家団
体の発表の場としての役割を果たし、ときには伝説的な前衛美術の展覧会の
舞台となり、また泰西名画の並ぶ数々の展覧会の主要な会場にもなりました。
また、美術講座や図書室など、美術に親しみ、より深く理解するための活動に
も先駆的に取り組み、市民参加の場をさまざまに提供してきました。美術のつ
くり手と受け手が行き交う広場のような美術館は、100年の間に旧館から新館
へと姿をかえ、「創造と共生の場」となることをめざし活動を継続しています。
開館100周年記念として開催する本展は、東京都美術館を舞台に生まれ、くり
広げられた活動とそれをめぐる人々に焦点を当て、美術館のあゆみを振り返り
ます。当館アーカイブズを中心とする貴重な資料をとおして日本で最初の公立
美術館の歴史とその役割をみつめなおす機会となれば幸いです。

An exhibition looking back at the Tokyo Metropolitan Art Museum’s 
100 years of history. Upon its 1926 opening in Ueno, the Museum 
did not simply become a stage for diverse exhibitions. It proactively 
held activities to encourage the enjoyment of art and make the 
museum feel open and inviting, and has since endeavored to stay a 
part of people’s daily lives. This exhibition will lay bare the history 
of Japan’s first public art museum through photos and printed 
materials, with a focus on archive materials. 音声コードUni-Voice


